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（指 導：山田良広 教授） 
 
論 文 内 容 要 旨 
 





筋層を切除する舌喉頭矯正術（CGL：Correction of the glosso-larynx）により舌・
喉頭が後下方へ降り呼吸が促進され、さらに喉頭が直立し上気道の抵抗が減少





CGL を希望する乳児とその母親 19 名に対し、CGL 前と術後約 1 ヶ月に、母
親に生活記録表と問診表に記入してもらい、啼泣時間、啼泣回数、母親のアン
ケートについて解析を行った。またアクチグラフ（米国 AMI 社製）を児に装着








意に増加し、Sleep Latency（入眠潜時) （p<0.01）、Activity Index（体動活動指数）
（p<0.05）、Sleep Fragmentation（睡眠分断指数）（p<0.01）、Wake after Sleep Onset
（入眠後の覚醒時間）（p<0.01）、Long Wake Episodes（睡眠中 5分以上の覚醒回
数）（p<0.05）、Longest Wake Episodes（最長の覚醒時間）（p<0.05）は有意に減少
した。CGL は ADEL 乳幼児の啼泣、夜泣き、睡眠障害を改善することが示唆さ
れた。 
 
